"あいち国文の会"のあゆみ(十四) by unknown
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第
一
九
五
回 
本
橋
裕
美
氏
（
愛
知
県
立
大
准
教
授
）
　
　
　
　
文
学
に
描
か
れ
た
斎
宮
︱
古
代
日
本
の
女
性
祭
祀
者
︱
（
平
成
31
・
1
・
16
）
　
　
　
　
　
　
「
斎
宮
」
は
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
伊
勢
神
宮
に
奉
仕
し
た
皇
族
女
性
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
に
す
で
に
書
か
れ
、『
源
氏
物
語
』
や
『
狭
衣
物
語
』
に
も
個
性
を
持
っ
た
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
都
を
離
れ
る
皇
族
女
性
で
あ
る
が
ゆ
え
の
密
通
や
託
宣
と
い
っ
た
物
語
が
底
流
し
て
お
り
、
時
に
物
語
が
史
実
を
越
え
て
描
き
出
し
て
し
ま
う
さ
ま
を
論
じ
た
。	
（
本
橋
裕
美
記
）
第
一
九
六
回 
赤
羽
一
郎
氏
（
愛
知
淑
徳
大
非
常
勤
講
師
）
　
　
　
　
立
原
正
秋
と
朝
鮮
陶
磁
～
『
春
の
鐘
』
を
読
む
～
（
31
・
2
・
20
）
　
　
　
　
　
　
日
本
の
高
度
経
済
成
長
期
と
重
な
る
昭
和
二
十
年
代
半
ば
か
ら
五
十
年
代
半
ば
に
多
く
の
作
品
を
発
表
し
た
小
説
家
立
原
正
秋
（
一
九
二
六
～
八
〇
）
の
立
ち
位
置
を
『
春
の
鐘
』
を
取
り
あ
げ
な
が
ら
探
っ
て
み
た
。
こ
の
際
、
私
は
彼
を
三
対
の
相
対
峙
す
る
二
面
か
ら
な
る
正
六
面
体
、
つ
ま
り
サ
イ
コ
ロ
の
内
と
い
う
逃
れ
ら
れ
な
い
空
間
を
そ
れ
ら
の
面
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
生
き
て
き
た
存
在
と
考
え
る
こ
と
と
し
た
。
　
　
　
　
　
　
そ
の
相
対
す
る
二
面
の
一
つ
は
、〝
韓
国
と
日
本
〟
で
あ
る
。
彼
は
大
正
末
年
に
韓
国
に
生
ま
れ
、
少
年
期
に
日
本
に
渡
り
、
戦
後
を
作
家
と
し
て
歩
ん
で
い
る
。
彼
は
韓
国
人
と
し
て
姓
名
を
公
に
認
め
た
の
は
死
の
前
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
彼
自
身
が
作
成
し
た
韓
国
時
代
の
年
譜
に
事
実
と
異
な
る
こ
と
が
多
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。
一
方
、
彼
が
「
風
姿
花
伝
」
や
「
方
丈
記
」
な
ど
の
中
世
文
学
に
傾
注
し
て
い
た
こ
と
は
、
無
常
感
へ
の
共
鳴
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
人
と
し
て
の
同
化
志
向
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
彼
は
〝
あ
い
ち
国
文
の
会
〟
の
あ
ゆ
み
（
十
四
）
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晩
年
、
解
き
放
た
れ
た
よ
う
に
祖
国
韓
国
の
風
土
・
伝
統
を
熱
く
語
っ
て
い
る
。『
春
の
鐘
』で
も
然
り
で
あ
る
。
立
原
正
秋
は
、「
朝
鮮
人
」「
日
本
人
」
と
い
う
民
族
を
行
き
つ
戻
り
つ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
二
つ
目
は
、〝
純
文
学
と
大
衆
小
説
〟
で
あ
る
。
彼
は
幾
度
か
芥
川
賞
候
補
に
挙
げ
ら
れ
な
が
ら
受
賞
に
至
っ
て
い
な
い
。逆
に
昭
和
四
一
年（
一
九
六
六
）に「
白
い
罌
栗
」
で
直
木
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
純
文
学
か
ら
出
発
し
芥
川
賞
を
目
指
し
た
彼
に
と
っ
て
、
大
衆
小
説
の
頂
点
で
あ
る
直
木
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
本
意
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
彼
は
「
純
文
学
」「
大
衆
小
説
」
の
は
ざ
ま
を
行
き
来
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
は
ざ
ま
の
期
間
は
さ
ほ
ど
長
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
も
な
く
彼
は
新
聞
や
雑
誌
に
小
説
を
連
載
す
る
流
行
作
家
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。『
春
の
鐘
』
も
流
行
作
家
立
原
正
秋
の
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
三
つ
目
は
、〝
高
麗
青
磁
と
李
朝
白
磁
〟
で
あ
る
。
立
原
正
秋
は
『
春
の
鐘
』
で
、
深
い
憂
い
に
包
ま
れ
た
高
麗
青
磁
の
雰
囲
気
の
な
れ
そ
め
か
ら
李
朝
白
磁
の
明
る
く
開
放
的
な
雰
囲
気
の
暮
ら
し
へ
と
歩
を
進
め
よ
う
と
す
る
男
女
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
対
照
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る
二
つ
の
朝
鮮
陶
磁
も
、
立
原
正
秋
と
い
う
作
家
と
彼
が
生
み
出
し
た
作
品
を
語
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
相
対
す
る
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
私
は
、
彼
を
三
対
の
相
対
峙
す
る
二
面
に
ぶ
つ
か
る
存
在
と
し
て
語
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
相
対
峙
す
る
二
面
の
間
の
〝
関
係
性
〟
を
放
擲
し
て
き
た
と
い
う
思
い
も
断
ち
が
た
い
。
題
名
に
あ
る
春
の
鐘
を
契
機
に
李
朝
白
磁
の
明
る
く
開
放
的
な
雰
囲
気
の
暮
ら
し
へ
と
歩
を
進
め
よ
う
と
す
る
男
女
に
も
、
な
お
高
麗
青
磁
に
宿
る
や
り
き
れ
な
い
寂
し
さ
が
漂
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。〝
韓
国
と
日
本
〟〝
純
文
学
と
大
衆
小
説
〟
に
も
そ
の
よ
う
な
思
い
が
す
る
。
そ
れ
は
何
故
だ
ろ
う
か
。	
（
赤
羽
一
郎
記
）
第
一
九
七
回 
片
山
　
武
氏
（
元
金
城
学
院
大
教
授
）
　
　
　
　
古
學
思
問
︱
鈴
木
朖
の
万
葉
集
覚
書
︱	
（
31
・
3
・
20
）
　
　
　
　
　
本
誌
（
十
四
号
）
七
十
頁
参
照
第
一
九
八
回 
磯
前
睦
子
氏
（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）
　
　
　
　
秘
境
遠
山
郷
の
昨
日
今
日
明
日
︱
天
空
の
里
・
下
栗
を
中
心
に
︱	
（
31
・
4
・
17
）
　
　
　
　
　
　
遠
山
郷
は
長
野
県
の
東
南
の
端
に
位
置
す
る
。
東
の
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三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
南
ア
ル
プ
ス
と
西
の
二
千
メ
ー
ト
ル
級
の
伊
那
山
地
に
挟
ま
れ
た
狭
く
深
い
南
北
に
続
く
谷
筋
は
、中
央
構
造
線
と
呼
ば
れ
る
大
断
層
線
で
あ
り
、
そ
の
線
は
太
平
洋
と
内
陸
を
結
ぶ
天
然
の
道
で
あ
り
古
来
か
ら
塩
の
道
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
谷
筋
の
一
部
、
約
二
十
五
キ
ロ
の
谷
が
遠
山
郷
で
あ
る
。
外
の
地
域
と
結
ぶ
の
は
い
く
つ
か
の
限
ら
れ
た
峠
越
え
の
道
で
あ
り
、
隔
絶
山
村
と
か
秘
境
と
か
呼
ば
れ
る
地
域
で
あ
っ
た
。
長
く
下
伊
那
郡
上
村
と
南
信
濃
村
の
二
村
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
五
年
に
伊
那
山
地
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
る
飯
田
市
に
編
入
合
併
さ
れ
た
。
合
併
に
よ
り
飯
田
市
の
面
積
は
約
二
倍
と
な
っ
た
が
、
遠
山
郷
の
人
口
千
八
百
人
弱
は
飯
田
市
民
の
一
・
七
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
遠
山
郷
の
一
つ
の
地
区
で
あ
る
下
栗
は
、
標
高
千
メ
ー
ト
ル
の
南
斜
面
に
九
つ
の
集
落
が
横
に
点
在
し
、
百
名
に
満
た
な
い
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
。
秘
境
と
呼
ば
れ
て
き
た
遠
山
郷
の
中
で
も
、
更
な
る
隔
絶
性
を
か
か
え
た
地
区
で
あ
る
。
静
岡
県
側
か
ら
南
ア
ル
プ
ス
を
越
え
て
や
っ
て
き
た
狩
猟
集
団
が
定
住
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
田
は
一
枚
も
な
く
、
急
斜
面
に
貼
り
付
く
よ
う
に
家
が
あ
り
、
昭
和
三
十
年
代
ま
で
焼
畑
が
行
わ
れ
て
い
た
。
昭
和
四
十
年
代
に
な
っ
て
、
最
奥
の
集
落
に
は
昭
和
六
十
年
に
な
っ
て
や
っ
と
、
車
の
通
れ
る
道
が
通
じ
た
。
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
八
年
に
下
栗
が
、「
に
ほ
ん
の
里
百
選
」に
選
ば
れ
、
そ
れ
を
機
に
展
望
ポ
イ
ン
ト
が
作
ら
れ
そ
こ
に
通
じ
る
遊
歩
道
が
作
ら
れ
た
。
閉
校
と
な
っ
た
下
栗
分
校
の
跡
地
が
観
光
拠
点
と
な
り
、「
天
空
の
里
」「
天
下
の
絶
景
」
と
少
し
ず
つ
注
目
さ
れ
て
き
た
。
二
〇
二
七
年
予
定
の
中
央
リ
ニ
ア
新
幹
線
開
通
後
は
品
川
飯
田
が
四
十
分
で
結
ば
れ
、
飯
田
か
ら
車
で
一
時
間
の
こ
の
地
は
東
京
か
ら
の
日
帰
り
圏
と
な
る
。
人
口
減
は
相
変
わ
ら
ず
止
ま
ら
な
い
が
、
地
元
で
は
「
秘
境
の
観
光
地
」
と
し
て
の
発
展
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。（磯
前
睦
子
記
）
令
和
二
年
三
月
　
冬
花
社
よ
り
出
版
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第
一
九
九
回 
中
根
洋
治
氏
（
中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
講
師
・
郷
土
史
家
）
　
　
　
　
縄
文
時
代
の
巨
石
文
化	
（
令
和
1
・
5
・
8
）
　
　
　
　
　
　
日
本
の
巨
石
文
化
は
「
磐
座
（
い
わ
く
ら
）」
に
代
表
さ
れ
る
。
人
が
亡
く
な
っ
た
ら
そ
の
魂
は
霊
山
や
磐
座
か
ら
昇
天
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
巨
石
文
化
の
中
に
は
、磐
座
の
他
、環
状
列
石
（
ス
ト
ン
サ
ー
ク
ル
）、立
石（
メ
ン
ヒ
ル
）、鏡
岩
な
ど
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
磐
座
の
代
表
的
な
も
の
は
、豊
田
市
岩
倉
町
の
山
頂
、
三
河
一
宮
本
宮
山
の
山
頂
に
あ
る
国
見
岩
と
岩
戸
神
社
の
一
対
の
大
磐
座
な
ど
数
多
く
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
環
状
列
石
は
、
豊
田
市
の
足
助
地
区
の
今
朝
平
遺
跡
や
小
牧
山
の
山
頂
に
あ
る
。
小
牧
山
は
現
在「
転
落
石
」
の
看
板
を
立
て
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
最
近
、
新
種
の
「
一
列
線
状
列
石
」
を
発
見
し
た
。
そ
れ
は
三
重
県
南
伊
勢
町
の
山
の
中
で
、
長
さ
三
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
の
六
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
種
の
列
石
は
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
が
、
日
本
で
は
今
の
と
こ
ろ
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。	
（
中
根
洋
治
記
）
第
二
〇
〇
回 
安
藤
晴
彦
氏
（
愛
知
県
立
大
名
誉
教
授
）
　
　
　
　
明
治
の
〝
死
〟
︱
漱
石
「
こ
ゝ
ろ
」
の
こ
と
、
な
ど
︱
（
1
・
6
・
19
）
　
　
　
　
　
　
記
念
す
べ
き
二
〇
〇
回
を
聞
き
つ
け
て
朝
日
新
聞
（
二
〇
一
九
・
六
・
一
七
）
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
と
愛
知
県
立
大
学
学
報
（
二
〇
一
九
・
VOL
０
４
に
載
せ
ら
れ
た
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。
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第
二
〇
一
回 
大
下
　
武
氏
（
東
海
学
セ
ン
タ
ー
理
事
）
　
　
　
　
朝
日
文
左
衛
門
の
日
記	
（
1
・
7
・
10
）
　
　
　
　
　
　
元
禄
・
宝
永
・
正
徳
の
時
代
、
尾
張
藩
の
百
石
知
行
取
・
御
城
代
組
同
心
の
家
に
生
ま
れ
た
朝
日
文
左
衛
門
は
、
五
年
の
お
城
番
の
の
ち
御
畳
奉
行
を
拝
命
し
た
。
勤
務
に
つ
い
て
い
た
二
六
年
余
、
欠
か
さ
ず
日
記
『
鸚
鵡
籠
中
記
』
を
書
き
続
け
、
元
禄
時
代
の
名
古
屋
を
語
る
う
え
の
貴
重
な
資
料
を
残
し
た
。
　
　
　
　
　
　
今
回
は
、朝
日
文
左
衛
門
を
知
る
た
め
の
入
門
編
で
、
ま
ず
江
戸
時
代
の
通
称
と
諱
を
と
り
あ
げ
、
通
称
の
方
は
し
ば
し
ば
改
名
さ
れ
る
と
し
、
ち
ょ
う
ど
文
左
衛
門
か
ら
定
右
衛
門
に
変
わ
っ
た
こ
ろ
、
自
宅
近
く
の
平
田
町
で
、
万
五
郎
様
（
の
ち
の
七
代
藩
主
宗
春
）
の
初
め
て
の
江
戸
下
向
を
お
見
送
り
し
、
そ
の
と
き
親
し
く
お
声
が
け
を
頂
い
た
。
そ
の
場
面
を
日
記
か
ら
引
用
し
、
改
名
の
た
め
、
と
き
に
名
前
の
混
乱
を
来
た
す
可
能
性
の
あ
る
事
を
語
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
次
に
朝
日
家
の
「
百
石
知
行
取
り
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
今
の
給
与
と
比
較
し
な
が
ら
、
具
体
的
に
の
べ
た
。
（
大
下　
武
記
）
第
二
〇
二
回 
服
部
直
子
氏
（
愛
知
県
立
大
非
常
勤
講
師
）
　
　
　
　
追
善
集
の
諸
相
︱
名
古
屋
を
中
心
と
し
て
︱（1
・
9
・
18
）
　
　
　
　
　
　
追
善
集
と
は
、「
師
友
、
父
母
な
ど
の
死
や
、
そ
の
年
忌
に
際
し
、故
人
を
追
慕
し
て
編
ま
れ
る
撰
集
」（
俳
文
学
大
辞
典　
雲
英
末
雄
氏
稿
）
で
あ
る
。
江
戸
期
に
お
い
て
俳
諧
の
世
界
で
は
、
中
で
も
芭
蕉
を
追
慕
し
、
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そ
の
事
業
（
追
善
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）、
ま
た
追
善
集
の
刊
行
が
蕉
風
を
広
め
る
大
き
い
力
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
名
古
屋
に
お
い
て
は
、
芭
蕉
追
善
集
と
し
て
は
様
々
の
俳
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
芭
蕉
直
門
の
人
々
が
一
周
忌
な
ど
に
刊
行
し
た
も
の
と
異
な
り
、
尾
張
蕉
門
を
自
称
す
る
月
空
居
士
露
川
は
、
諸
国
の
芭
蕉
門
人
と
交
流
し
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
近
江
の
正
秀
と
共
に
義
仲
寺
に
お
い
て
十
七
回
忌
追
善
の
千
三
百
韻
興
行
を
行
い
記
念
集
『
不
断
桜
』
を
刊
行
し
た
。
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
芭
蕉
三
十
三
回
忌
に
は
、
露
川
（
佐
屋
の
門
人
達
に
編
集
さ
せ
た
『
此
原
』）
の
み
な
ら
ず
、
支
考
門
の
以
之
に
よ
る
『
む
つ
の
は
な
』、越
人
の
『
み
つ
の
か
ほ
』
が
あ
る
。
没
後
四
十
年
に
際
し
て
は
、
佐
屋
の
露
川
門
は
「
水
鶏
塚
」
を
建
立
。
芭
蕉
画
像
を
付
し
て
追
善
集『
水
鶏
塚
』（
享
保
二
十
年
）を
刊
行
し
た
。
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
芭
蕉
五
十
回
忌
に
は
、
多
く
の
蕉
門
は
も
は
や
死
去
し
て
お
り
、
こ
の
年
露
川
も
死
去
す
る
。
そ
こ
で
新
た
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
大
曽
根
成
就
院
に
三
日
月
塚
を
建
立
し
て
記
念
と
し
た
五
条
坊
三
径
編
『
秋
の
昔
』、
諸
国
の
芭
蕉
ゆ
か
り
の
塚
に
ち
な
み
、
句
を
並
べ
た
反
喬
舎
巴
雀
編
『
七
塚
供
養
そ
な
た
の
空
』
で
あ
る
。
三
径
（
木
児
と
も
）
も
巴
雀
は
本
来
古
風
の
東
鷲
門
で
あ
る
が
、
名
古
屋
城
下
か
ら
周
辺
へ
と
門
下
を
拡
大
し
、
巴
雀
に
は
武
士
層
の
門
人
も
多
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
諸
国
の
趨
勢
を
も
鑑
み
、
蕉
風
を
標
榜
す
る
こ
と
が
俳
壇
の
主
流
と
い
う
こ
と
だ
と
確
信
し
た
の
で
あ
ろ
う
。	
（
服
部
直
子
記
）
第
二
〇
三
回 
早
川
厚
一
氏
（
名
古
屋
学
院
大
名
誉
教
授
）
　
　
　
　
半
井
本
『
保
元
物
語
』
の
山
田
小
三
郎
是
行
譚
を
読
む
　
（
1
・
10
・
16
）
　
　
　
　
　
　
半
井
本
に
、
重
複
や
類
型
あ
る
い
は
同
型
描
写
の
繰
り
返
し
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
既
に
指
摘
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
物
語
と
し
て
の
構
成
意
識
の
希
薄
さ
や
不
手
際
に
必
ず
し
も
収
斂
さ
れ
て
い
か
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
初
め
に
、
二
箇
所
を
取
り
上
げ
論
じ
た
が
、
一
見
半
井
本
の
構
成
意
識
の
希
薄
さ
や
不
手
際
か
と
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
記
事
や
、
重
複
や
類
型
あ
る
い
は
同
型
描
写
の
繰
り
返
し
記
事
も
、
緻
密
に
構
成
さ
れ
た
物
語
で
あ
る
こ
と
を
、
以
下
、
山
田
小
三
郎
是
行
譚
を
中
心
に
考
え
よ
う
と
し
た
。
　
　
　
　
　
　
初
め
に
、
是
行
が
、
味
方
の
全
員
が
為
朝
を
恐
れ
退
却
し
て
し
ま
っ
た
後
と
は
言
え
、
な
ぜ
一
人
で
為
朝
に
挑
み
か
か
ろ
う
と
し
た
か
を
考
え
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
三
点
考
え
、
具
体
的
に
考
証
し
た
。
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次
に
、
是
行
は
為
朝
の
内
甲
を
射
た
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
弓
手
の
草
摺
に
当
た
っ
た
と
記
さ
れ
る
の
か
を
考
え
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
是
行
の
射
た
矢
は
、
為
朝
の
屈
継
に
当
た
っ
た
と
す
る
文
保
本
の
形
態
が
古
態
で
あ
ろ
う
が
、そ
れ
が
、半
井
本
で「
弓
手
ノ
草
摺
」に
当
た
っ
た
と
さ
れ
る
理
由
、
さ
ら
に
は
宝
徳
本
で
は
屈
継
に
当
た
っ
た
と
し
て
記
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
考
え
た
。
　
　
　
　
　
　
最
後
に
、
為
朝
は
、
是
行
の
乗
る
鞍
の
前
輪
と
是
行
の
草
摺
を
射
抜
き
、
さ
ら
に
尻
輪
で
止
ま
る
よ
う
な
矢
を
な
ぜ
射
た
の
か
を
考
え
た
。
伊
藤
譚
で
は
、
伊
藤
五
の
左
袖
で
止
ま
る
よ
う
な
矢
を
わ
ざ
と
射
、
是
行
譚
で
は
是
行
の
草
摺
を
射
抜
い
た
後
、
尻
輪
で
止
ま
る
よ
う
な
矢
を
わ
ざ
と
射
た
と
考
え
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
た
。
　
　
　
　
　
　
以
上
か
ら
し
て
も
、
伊
藤
譚
と
是
行
譚
と
は
、
為
朝
の
破
壊
力
と
命
中
率
を
描
く
物
語
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
最
後
に
指
摘
し
た
。	
（
早
川
厚
一
記
）
第
二
〇
四
回 
安
藤
靖
彦
氏
（
愛
知
県
立
大
名
誉
教
授
）
　
　
　
　
明
治
の
〝
死
〟
︱
漱
石
「
こ
ゝ
ろ
」
の
こ
と
、
な
ど
︱
２
（
１
・
11
・
20
）
　
　
　
　
　
　
第
二
〇
〇
回
の
続
篇
